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第 16 回日本病院脳神経外科学会 
会 長 講 演 

  

第 16 回日本病院脳神経外科学会の開会に当たって、会長としてのスピーチをさせ

て頂きます。 

 
【スライド 1・2】 

表題は「社会と共に歩む医療、総合的な専門医療の実践－方法としての脳神経外科」

としました。このフレーズは、私の医療に臨む姿勢を表しており、「部分を極め全体

を収める」、そういった専門医でありたいし、若い医師をそのように育てたい、とい

う意志の表れでもあります。 

 
【スライド 3・4】 

開会式で申し上げましたが、病院脳神経外科協会は、平成 9 年 11 月に設立されま

した。このスライドに示す通り医師とコメディカルスタッフが連携して、国民医療の

価値観に立ち、脳神経外科臨牀の社会的位置づけを行うことにその主眼をおいていま

す。 
当協会とその学会の名称については、昨日の理事会で、それぞれ「日本臨牀脳神経

外科協会」、「日本臨牀脳神経外科学会」とすることに決定しました。大切なことは、

名称がどうということよりも、どのような役割を担うかということでありまして、今

後一層一般社団法人日本脳神経外科学会と連携して、議論を深め、会を運営してまい

りたいと存じます。 

 
【スライド 5・6】 

さて、私ごとで恐縮ですが、昭和 52 年 4 月、東京大学を離れて現地の寺岡病院に

脳神経外科を開設しました。現地は広島県東北部の中山間地域と呼ばれる高齢化率の

高い地域に隣接ないしは含まれる地域で、多めに数えても人口 15 万程度の小さな医

療圏です。爾来 36 年間地域医療に身を置いて、脳神経外科専門医として総合医療を

実践して来ました。臨床医としてのキャリアはこのスライドの左すみに小さく書いて

おきましたが、手術件数は累計で 1,000 例を優に超えています。術者は 61 歳まで、

第 1 助手は 67 歳まで勤めました。ずっと大学から派遣された若い医師たちと一緒に

仕事をして来ました。全員私を乗り越えて大きく育って行きましたが、常に私を鼓舞

してくれました。 
50 歳代後半から府中地区医師会、広島県医師会で仕事をした後、68 歳の時に日本

医師会に出向し、地域医療、医療安全、治験、生命倫理などに携わりました。立場上、

口幅ったい言いようですが、いつの間にか個人、病院、地域、県、日本、それぞれの

視点で医療に臨むようになりました。現在は 78 歳直前の 77 歳で、外来診療、回診、

カンファレンスに係り、同時に日本医師会において医療事故調査制度の創設に関する
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検討委員会委員長を 2 度にわたり務め、その報告書を公表しております。 
この間、スライドの如く病院は時代と共に変遷し、現在は社会医療法人社団陽正会

が寺岡記念病院を中核に 2 医療機関の経営、1 医療機関の指定管理、3 つの高齢者施

設の経営に携わっています。 

 
【スライド 7・8・9・10】 

病院の医療は、地域性と時代性の影響を如実に受けており、入院病名の頻度は、肺

炎、脳梗塞、心不全、脳出血の順番になっており、高齢化の影響が表れていますし、

新規入院患者の年齢や死亡者年齢をみれば、高年齢層にシフトしていることが一目瞭

然です。この傾向は、救急患者の高齢化にも表れており、「高齢者急性期病院」とで

も云うべき様相を呈しています。 

 
【スライド 11・12】 

これらの現象を踏まえて、このスライドのような課題が見えてきます。その経験を

踏まえて、医療の進む方向についての私見を述べますと、 

 
１．脳神経外科においては、宿命的に病気と障害が盾の両面の関係にあり、人間回

復の医療を貫徹するためには、リハビリテーション的ケアが不可欠であります。 
２．全体を見ない専門医は欠陥医師です。医師である以上は全体を診る医師に育っ

て欲しいと思っております。 
３．病院医療は、現在大きな転換期にあります。とりわけ病院医療の在り方の転換

が必要であるように思えます。救命・延命を目標においた医療よりも、生活・

生命の質 QOL を決定づける多様な要素に関心を置いた医療や新しい健康を達

成しようとする包括ケアが求められています。しかし、新しい医科学や社会科

学が発展することによって、様相が一変する可能性もあります。本学会を通じ

て何らかの指針を示すことができればと願っています。 

 
以上の私見と社会の変遷から、本第 16 回病院脳神経外科学会のテーマは「地域社

会の高齢化と QOL の変容―脳神経外科診療の役割―」と、しました。 

 
【スライド 13】 

高齢社会、超高齢社会とここで改めて申すまでもございませんが、現在、福山・府

中・尾道市の高齢化率をもう一度お示します。最近では、都市部の高齢化・超高齢化

が喧伝されているのはご存じの通りであります。 

 
【スライド 14・15】 

高齢化が進めば、人々の生活が変わり、文化が変わり、経済が変わり、医療も変わ

ります。すなわち医療の目標が「救命、延命」から「生活を支える医療、延長された
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生命を支える医療」に、あるいは医療のパラダイムが救命・延命中心から QOL の改

善中心に変わったとされています。 

 
【スライド 16・17】 

改めて言うまでもなく、QOL は多義的・多層的 multi vocal, multi layer であり、

WHO はこのように定義しております。 
また高齢者に対しては、WHOQOL-OLD が示されています。何れにしても、QOL

は身体的な評価と生活上の評価と社会的な活動、個人の生きがいの総合されたもので

すから、社会のコンセンサスを得るにはそれなりの手順と時間が必要です。後期高齢

者医療制度を巡っての議論があったのはご承知の通りです。 
足元を見ると、とめどなく専門化が進む一方、高齢化と価値観の多様化は細分化し

た医学医療の統合を必要としています。つまり、専門化と総合化が同時進行している

のが現在の姿でしょう。 
医師教育の問題も大きな課題を抱えています。大学の医局制度を壊した世代として

は、強い責任感を抱いております。 

 
【スライド 18・19】 

これは脳神経外科学会から提供頂いた脳神経外科専門医の年齢構成ですが、やがて

70 歳以上の高齢の専門医が増えることは自然の理（ことわり）です。 
このことは、脳神経外科領域だけではなく他の領域においても同じです。専門医は

医学医療の全体像の中で各々どのような役割を担えるのか認識すべきです。 
同時に高齢専門医の役割を新たな医療システムの中で積極的に位置付ける必要が

あります。 
例えば、21 世紀の新医療システム、つまり包括ケアシステムではケアの場は病院

ではなく、往診医療に代表されるようにもっと生活の場に引き寄せられます。専門的

知識や技術を持った医師が在宅医療チームに加われば、そのチームの医療力は素晴ら

しく向上します。 
とりわけ、脳卒中・意識障害・高次脳機能障害・身体不自由患者の診療に長けた脳

神経外科専門医は重宝がられるに違いありません。若い脳神経外科医は病院医療に高

齢脳外医は包括ケアに持てる能力を向ければ 21 世紀型医療に大きな貢献ができます。  
また、21 世紀の新たな健康システムにおいては予防医療の必要性が高まります。 

この分野においても脳卒中の医療や脳ドック医療を通じてリスクファクター対策に

明るい脳神経外科医が貢献できるでしょう。次世代の医師の養成にも積極的に係るべ

きです。 
医療の担い手と医師の養成については、新しい医療システムに向けた視点が必要で

す。とりわけ数の多い看護師については、高齢者医療と総合医療が求められる社会の

要請に鑑み、専門性よりも総合性にベクトルを向けた取組みを期待しております。 
高齢化の進行は後戻りができません。その中で、「認知症の医療とケア」は最大の
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課題の一つです。本学会では地域社会としての対応と脳科学の両面から取り組んでい

ます。是非熱心なご議論をお願いいたします。 
この学会では、「高齢化」と「QOL」と「地域医療」のいわば三題を病院脳神経外

科学会の場に寄せて論じて頂こうという趣向で企画いたしました。全体として一つの

思想に繋がることを願っています。 
医学医療は歴史を踏まえてある時代を反映したものですが、同時に将来に繋がって

います。その意味でシンポジウム①「2030 年の医療を語る」と特別講演①「地域社

会における病院医療の役割」は本学会の導入部分であると同時に未来に向かっての主

張であると云えます。 
医療機関を経営している者にとっては、経営と医療の質は永遠の課題です。そのた

めの特別講演とシンポジウムも組みました。是非これからの医療経営の参考にしたい

と思います。 

 
【スライド 20】 

医療は複雑系であります。一方に複雑の極みの混沌であり、一方の極に身動きの取

れないがちがちの計画・管理があります。自由な発想と行動を伴う自由度が必要です。

同時に適度・適正な精度管理が必要でしょう。イリヤ・プリゴジンの「ORDER OUT 
OF CHAOS 混沌からの秩序」という魅力的な書物の題名を思い浮かべながら講演

を終わります。 

 
【スライド 21・22】 

最後に、本学会は公益財団法人日本脳神経財団との共催であり、21 日午後市民公

開講座「脳を守る」を企画しました。 
脳神経財団へのご協力をお願いいたします。 

 
 
 

平成 25 年 7 月 20 日 

第 16 回日本病院脳神経外科学会 会長 

社会医療法人社団陽正会寺岡記念病院 理事長 

寺岡 暉 
























